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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 26,607 30.1 4,354 249.7 4,413 143.2 2,549 180.3

2024年３月期中間期 20,451 △0.6 1,245 △36.6 1,814 △28.2 909 △35.0

（注）包括利益 2025年３月期中間期 2,948百万円（△20.5％） 2024年３月期中間期 3,707百万円（93.0％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後

１株当たり中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 320.89 －

2024年３月期中間期 114.63 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期中間期 82,662 59,929 59.6

2024年３月期 81,157 57,443 58.8

（参考）自己資本 2025年３月期中間期 49,305百万円 2024年３月期 47,734百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 37.50 － 37.50 75.00

2025年３月期 － 45.00

2025年３月期（予想） － 45.00 90.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 有

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 50,000 13.0 5,500 39.2 5,500 16.7 3,300 33.0 415.89

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有

１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）



（１）当中間期における連結範囲の重要な変更： 無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                    ： 無

③  会計上の見積りの変更                      ： 無

④  修正再表示                                ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期中間期 8,413,726株 2024年３月期 8,413,726株

②  期末自己株式数 2025年３月期中間期 466,573株 2024年３月期 477,374株

③  期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 7,944,490株 2024年３月期中間期 7,933,264株

※  注記事項

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は従来より監査法人のレビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、
その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
また、実際の業績は、今後様々な要因によって、異なる結果となる可能性があります。
なお、業績予想に関する事項は、決算短信（添付資料）３ページ「(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」
をご覧下さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善等により経済活動の持ち直しが見られ

緩やかな回復基調となりましたが、不安定な国際情勢等の影響によるエネルギー価格の高止まり、

円安の長期化、それらに伴う物価の上昇など、依然として先行き不透明な状況は継続しています。

このような情勢下、当中間連結会計期間において、特に機能性色素セグメントにおける有機EL材料の販売が拡大

したことにより、売上高は、前年同期比6,156百万円増（30.1％増）の26,607百万円になりました。

損益面でも、主に有機EL材料の販売拡大により、営業利益は、前年同期比3,109百万円増（249.7％増）の

4,354百万円となりました。

また、経常利益は、前年同期比2,598百万円増（143.2％増）の4,413百万円、

親会社株主に帰属する中間純利益は、前年同期比1,639百万円増（180.3％増）の2,549百万円となりました。

当中間連結会計期間の各セグメントの概況は次のとおりであります。

〔機能性色素セグメント〕

有機EL材料事業は、スマートフォン向けに加えタブレット端末向けでの需要が伸長し、大幅な増収となりまし

た。

天然色素は、食品業界での需要減少を受けて減収となりましたが、一方で、アルミ着色用染料の需要がスマート

フォンやその他汎用品向けを中心に大幅に増加し、色素材料事業全体としては大幅な増収となりました。

イメージング材料事業は、プリンター向け材料の需要が海外を中心に回復し、前年同期比で大幅な増収となりま

した。

以上の結果、当セグメントの売上高は、前年同期比5,759百万円増（59.9％増）の15,381百万円となりました。

〔機能性樹脂セグメント〕

樹脂材料事業においては、一部販売増となった製品があるものの、ウレタン材料の市況低迷の影響が続いてお

り、大幅な減収となりました。

一方、特殊化学品事業においては、剥離材向け及び医薬向けの需要が海外を中心に回復し、前年同期並みとなり

ました。

建築材料事業は、大型商業施設の駐車場等におけるウレタン防水工事の受注により、大幅な増収となりました。

以上の結果、当セグメントの売上高は、前年同期比157百万円増（3.9％増）の4,244百万円となりました。

〔基礎化学品セグメント〕

過酸化水素は、紙パルプ向けでの販売増がみられたものの、半導体向けでの需要回復が遅れており、前年同期並

みの売上高となりました。

一方、過炭酸ナトリウムにおいては、漂白剤向けで主要顧客での生産調整の影響等により、大幅な減収となりま

した。

以上の結果、当セグメントの売上高は、前年同期比60百万円減（1.6％減）の3,824百万円となりました。

〔アグロサイエンスセグメント〕

除草剤は、農耕地向けおよびゴルフ場向けの販売時期が前年度に前倒しとなったこと等により大幅に減少しまし

たが、鉄道用や家庭園芸向けの需要好調により増収となりました。

以上の結果、当セグメントの売上高は、前年同期比181百万円増（9.1％増）の2,180百万円となりました。

〔物流関連セグメント〕

輸出等の荷動きが堅調に推移したことと、国内における危険物保管事業での取り扱い増により、増収となりまし

た。

以上の結果、当セグメントの売上高は、前年同期比111百万円増（14.2％増）の894百万円となりました。
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（２）当中間期の財政状態の概況

当中間連結会計期間末(９月末)における資産合計は、82,662百万円となり、前連結会計年度末(３月末)比1,504

百万円の増加となりました。

主な増減要因は、有形・無形固定資産の増加1,631百万円、現金及び預金の増加749百万円、原材料及び貯蔵品の

増加503百万円、受取手形、売掛金及び契約資産の減少1,798百万円等であります。

負債合計は、22,732百万円となり、前連結会計年度末比981百万円の減少となりました。

主な増減要因は、支払手形及び買掛金の減少598百万円、借入金の減少392百万円等であります。

純資産合計は、59,929百万円となり、前連結会計年度末比2,485百万円の増加となりました。

主な増減要因は、利益剰余金の増加2,244百万円、非支配株主持分の増加914百万円、為替換算調整勘定の減少

345百万円、その他有価証券評価差額金の減少362百万円等であります。

以上の結果、自己資本比率は59.6％となり、前連結会計年度末の58.8％から0.8ポイント増加しました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期通期の連結業績予想につきましては、当中間連結会計期間における業績の進捗状況および

最近の経営環境等を踏まえ、2024年５月15日に公表した通期の連結業績予想を修正いたしました。

詳細につきましては、2024年11月13日に公表した「業績予想の修正並びに剰余金の配当（中間配当）及び配当予

想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,965 13,715

受取手形、売掛金及び契約資産 12,266 10,467

商品及び製品 7,708 8,099

仕掛品 2,190 2,183

原材料及び貯蔵品 2,736 3,240

その他 827 1,172

貸倒引当金 △18 △15

流動資産合計 38,675 38,863

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,542 11,446

土地 11,733 11,734

その他（純額） 8,390 6,871

有形固定資産合計 28,665 30,052

無形固定資産

のれん 22 14

ソフトウエア 225 204

その他 310 583

無形固定資産合計 558 803

投資その他の資産

投資有価証券 10,885 10,358

長期貸付金 145 181

繰延税金資産 364 519

その他 1,881 1,901

貸倒引当金 △17 △18

投資その他の資産合計 13,258 12,942

固定資産合計 42,482 43,798

資産合計 81,157 82,662

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,130 4,532

短期借入金 5,040 5,330

未払法人税等 883 822

引当金 592 587

契約負債 57 8

その他 3,065 3,341

流動負債合計 14,770 14,622

固定負債

長期借入金 4,346 3,664

引当金 235 237

繰延税金負債 2,253 2,147

再評価に係る繰延税金負債 1,228 1,228

退職給付に係る負債 94 85

資産除去債務 138 153

その他 646 592

固定負債合計 8,943 8,110

負債合計 23,714 22,732

純資産の部

株主資本

資本金 11,196 11,196

資本剰余金 7,933 7,933

利益剰余金 20,660 22,904

自己株式 △1,593 △1,558

株主資本合計 38,197 40,476

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,415 4,053

土地再評価差額金 2,784 2,784

為替換算調整勘定 2,337 1,992

その他の包括利益累計額合計 9,537 8,829

非支配株主持分 9,708 10,623

純資産合計 57,443 59,929

負債純資産合計 81,157 82,662
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

売上高 20,451 26,607

売上原価 12,974 14,889

売上総利益 7,476 11,718

販売費及び一般管理費 6,231 7,363

営業利益 1,245 4,354

営業外収益

受取利息 90 96

受取配当金 161 165

固定資産賃貸料 28 28

為替差益 269 －

雑収入 102 71

営業外収益合計 652 361

営業外費用

支払利息 39 38

為替差損 - 202

環境関連整備費 38 57

雑損失 5 3

営業外費用合計 83 302

経常利益 1,814 4,413

特別利益

固定資産売却益 0 5

投資有価証券売却益 - 136

特別利益合計 0 142

特別損失

固定資産除却損 11 14

減損損失 - 51

投資有価証券評価損 34 －

特別損失合計 46 65

税金等調整前中間純利益 1,768 4,489

法人税等 412 549

中間純利益 1,355 3,940

非支配株主に帰属する中間純利益 446 1,391

親会社株主に帰属する中間純利益 909 2,549

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

中間純利益 1,355 3,940

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 981 △362

為替換算調整勘定 1,369 △628

その他の包括利益合計 2,351 △991

中間包括利益 3,707 2,948

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 2,677 1,841

非支配株主に係る中間包括利益 1,030 1,107

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,768 4,489

減価償却費 1,087 1,316

減損損失 － 51

のれん償却額 6 6

引当金の増減額（△は減少） 155 △5

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 6 △9

受取利息及び受取配当金 △252 △262

支払利息 39 38

為替差損益（△は益） △39 40

有形固定資産除却損 11 14

有形固定資産売却損益（△は益） △0 △5

投資有価証券評価損益（△は益） 34 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △136

売上債権の増減額（△は増加） 2,566 1,756

棚卸資産の増減額（△は増加） 255 △1,004

仕入債務の増減額（△は減少） 77 △561

その他の資産・負債の増減額 △253 △142

未払消費税等の増減額（△は減少） 405 △414

その他 △180 159

小計 5,687 5,332

利息及び配当金の受取額 198 205

利息の支払額 △40 △39

法人税等の支払額 △376 △782

法人税等の還付額 262 11

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,732 4,728

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △127 △2,897

定期預金の払戻による収入 1,125 612

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,272 △2,817

有形固定資産の除却による支出 △7 △11

有形及び無形固定資産の売却による収入 0 11

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の売却による収入 － 165

貸付けによる支出 △27 △96

貸付金の回収による収入 18 37

差入保証金の差入による支出 △234 △58

差入保証金の回収による収入 63 15

その他 △0 △42

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,462 △5,080

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △502 △392

配当金の支払額 △260 △305

非支配株主への配当金の支払額 △174 △193

自己株式の取得による支出 △1 △2

リース債務の返済による支出 △69 △65

社債の償還による支出 △54 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,061 △958

現金及び現金同等物に係る換算差額 305 △106

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,514 △1,417

現金及び現金同等物の期首残高 6,708 10,664

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少）
1,280 －

現金及び現金同等物の中間期末残高 11,502 9,247
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。法人税等の計上区分（その他

の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３項ただし書きに定める経過的

な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　2022年10月28日）に

ついては第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております。なお、中間連結財務諸表に与え

る影響はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性が欠く結果となる場合には、

法定実効税率を使用する方法によっております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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（追加情報)

（取締役等に対する業績連動型株式報酬制度）

業績連動型株式報酬（BBT）

当社は、2023年６月27日開催の第165回定時株主総会決議に基づき、取締役（社外取締役及び監査等委員であ

る取締役を除きます。）及び執行役員（以下「取締役等」といいます。）に対する新たな中長期業績連動報酬

として「業績連動型株式報酬制度（BBT（＝Board Benefit Trust）」（以下、「本制度」といいます。）を導

入しております。

①取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託（以下、本制度に基づき設定される信託を「本信

託」といいます。）を通じて取得され、取締役等に対して、当社が定める役員株式給付規程に従って、当社株

式が本信託を通じて給付される業績連動型株式報酬制度です。

なお、取締役等が当社株式の給付を受ける時期は、原則として取締役等の退任時となります。

②信託に残存する自社の株式

信託に残存する自社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株式

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度407百万円、123,000株、当

中間連結会計期間369百万円、111,753株であります。

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

株式給付信託（J-ESOP）

当社は、株価及び業績向上への従業員の意欲や士気を高めるため、従業員に対して自社の株式を給付するイン

センティブプラン「株式給付信託（J-ESOP）」を導入しております。

①取引の概要

本制度は、予め当社が定めた株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした当社の従業員に対し当社株式を給

付する仕組みです。

当社は従業員に対し、毎年利益に関して一定の条件を満たした場合の利益水準に応じてポイントを付与し、退

職時に当該付与ポイントに相当する当社株式を給付します。

従業員に対し給付する株式は、予め信託設定した金額により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理す

るものとします。

②信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株式

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度264百万円、80,000株、当

中間連結会計期間264百万円、80,000株であります。
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(単位：百万円)

報告セグメント

その他 合計 調整額
中間連結
損益計算書

計上額機能性
色素

機能性
樹脂

基礎
化学品

アグロ
サイエンス

物流関連 計

売上高

外部顧客に

対する売上高
9,622 4,086 3,884 1,999 783 20,375 75 20,451 － 20,451

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

240 110 70 － 725 1,146 90 1,236 △1,236 －

計 9,862 4,197 3,954 1,999 1,508 21,521 166 21,687 △1,236 20,451

セグメント利益

又は損失（△）
1,046 87 △57 61 104 1,241 3 1,244 0 1,245

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注１）各セグメントの主な製品

（１）機能性色素・・・・・トナー用電荷制御剤、有機光導電体材料、有機EL材料、バイオ材料、

各種染料等

（２）機能性樹脂・・・・・ウレタン原料、接着剤、剥離剤、

      ウレタン系各種建築・土木用材料、防水・止水工事

      医薬・樹脂材料・電子材料用の各種中間体

（３）基礎化学品・・・・・過酸化水素及び誘導品、その他工業用基礎原料

（４）アグロサイエンス・・除草剤、殺虫剤、酸素供給剤

（５）物流関連・・・・・・倉庫業、貨物運送取扱業、ISOタンクコンテナ保管事業

（注２）「その他」は、報告セグメントに含まれない区分であり、研究受託業務等であります。

（注３）セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益であります。

（注４）セグメント利益又は損失（△）の調整額0百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(単位：百万円)

報告セグメント

その他 合計 調整額
中間連結
損益計算書

計上額機能性
色素

機能性
樹脂

基礎
化学品

アグロ
サイエンス

物流関連 計

売上高

外部顧客に

対する売上高
15,381 4,244 3,824 2,180 894 26,525 82 26,607 － 26,607

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

222 118 71 － 751 1,164 58 1,223 △1,223 －

計 15,604 4,362 3,895 2,180 1,646 27,689 141 27,831 △1,223 26,607

セグメント利益

又は損失（△）
4,188 △20 △3 21 173 4,358 △3 4,354 0 4,354

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注１）各セグメントの主な製品

（１）機能性色素・・・・・トナー用電荷制御剤、有機光導電体材料、有機EL材料、バイオ材料、

各種染料等

（２）機能性樹脂・・・・・ウレタン原料、接着剤、剥離剤、

      ウレタン系各種建築・土木用材料、防水・止水工事

      医薬・樹脂材料・電子材料用の各種中間体

（３）基礎化学品・・・・・過酸化水素及び誘導品、その他工業用基礎原料

（４）アグロサイエンス・・除草剤、殺虫剤、酸素供給剤

（５）物流関連・・・・・・倉庫業、貨物運送取扱業、ISOタンクコンテナ保管事業

（注２）「その他」は、報告セグメントに含まれない区分であり、研究受託業務等であります。

（注３）セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益であります。

（注４）セグメント利益又は損失（△）の調整額0百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失）

「機能性色素」セグメントにおいて、51百万円の減損損失を計上しております。
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